


研究科長挨拶

　秋田大学大学院教育学研究科は、平成元年に２専攻５専修で創
設されましたが、平成２８年度から教職実践専攻と心理教育実践
専攻の２専攻という現在の体制となっています。本研究科の主目標
は、初等中等教育を担う優れた質の高い教員の養成、および臨床心
理学に基づいた人の心に寄り添う臨床心理専門職の養成にあります。
修了生は学校現場や県教委等での指導的な役割、そして医療・保
健・教育関係等で心理専門職としての役割を果たしています。

　教職実践専攻は、専門性の高い教員を養成することを目的とする
教職大学院（専門職大学院）であり、「学校マネジメントコース」「カ
リキュラム・授業開発コース」「発達教育・特別支援教育コース」の３
つのコースから構成されています。現在では５０を超える教職大学
院が日本国内に設置されていますが、本専攻の特徴は、教科内容を
選択的に包括したカリキュラム開発に力点を置いた科目構成となっ
ていること、および管理職養成に特化した学校マネジメントコース
が設置されていることです。修士論文がない代わりに、実践研究報
告書の作成・提出が必要となります。また本専攻を修了すると、教
職修士（専門職）の学位および専修免許状が授与されます。

　心理教育実践専攻は、臨床心理関係の高度専門職を養成するこ
とを目的としており、「心理教育実践コース」のみで構成されていま
す。秋田大学教育文化学部には臨床心理相談室が設置されていま
すので、有資格者である大学教員の指導・監督のもと、面接の担当
や陪席を通して十分な実務経験を積むことができます。本専攻を
修了するには修士論文の作成・提出が必要となりますが、修了すれ
ば修士（教育学）の学位が授与されます。また公認心理師・臨床心
理士・学校心理士の受験資格を得ることができます。

　小学校では令和２年度、中学校では令和３年度、高校では令和４
年度から、新学習指導要領に基づく教育が実施されています。プロ
グラミング教育の開始などからわかるように、この新学習指導要領
によって、初等中等教育の現場では大きな変化が生じています。ま
た社会全体の多様化・複雑化がどんどん進んでいくことで、心のケ
アをおこなうカウンセリングが果たす役割も大きくなっています。高
度な教育力やカウンセリング力を持つ人材を育てることは、社会か
らの要請であり、今後も減ることはないでしょう。

　秋田大学大学院教育学研究科は、このような社会からの要請に
基づき、即戦力となる修了生を世に送り出すため、日々進化を続け
ています。ぜひ本研究科への興味を持つと同時に、入学を考えて頂
きますよう、お願い致します。

教育学研究科長

上田　晴彦

教育学研究科の目的

秋田大学大学院教育学研究科は、教育に関わる理論と実践
の往還を通じて、学校現場から課題を抽出し多様な人々 と
連携協働しながら、組織的に課題を解決するとともに地域
に蓄積された実践知の継承と創造に取り組む意欲と力量を
有する、高度な教育専門職としての初等中等教育教員の養
成とその教員や学校を支援し、地域の発展に貢献できる高
度専門職業人の養成を目的とします。

教育学研究科の教育組織

教職実践
専攻

専門職学位課程

心理教育実践
専攻
修士課程

教職大学院

教員や学校を支援して地域の
発展に貢献するスクールカウン
セラー（公認心理師、臨床心
理士、学校心理士）を養成し
ます。

理論と実践の往還を通じて学
校現場の課題を解決し、実践
知の継承と創造に取り組む意
欲と高度な力量を有する初等
中等教育教員を養成します。
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秋田大学大学院
教育学研究科

教職実践専攻
専門職学位課程（教職大学院）

入学者等への【優遇措置】
❶教員採用試験での優遇（例 : 秋田県教育委員会）
　※入学予定者及び修了予定者を対象として
　▶大学からの推薦枠があります。 
　▶大学院２年次から修了後の２年間、一次選考試験「総合教
　　養」が免除されます。
　▶教職大学院進学予定者で教員採用試験合格者は、希望が
　　あれば２年間採用が猶予されます。
❷教職チャレンジプログラム
　※本専攻の受験にあたり教員免許状の所有（または取得見込
　み）がその条件となりますが、さらなる免許状の取得希望者を対 
　象として
　▶必要単位修得の上で学部の授業の履修が必要な場合、　学
　　部授業料免除で１校種の、そのうち中・高では１教科の免許
　　状が取得可能です。 
　▶所定単位の修得で専修免許状を取得できます。
❸教員養成６年一貫プログラム
　※学部在学中の選考試験合格者を対象として
　▶４年次に教職大学院の授業を先取り受講し、入学後に単位
　　認定されます。
❹学部４年次での教員採用試験合格者へ奨学金（入学金相当）
　を教職大学院入学後給付
　※秋田大学教育文化学部４年次を対象として

教職実践専攻（教職大学院）の特徴
●教師力の高度化
　学校の課題を解決し、実践知の継承と創造に取り組む教員を
　養成します。

●力強いサポート
　実務家教員と研究者教員が、理論と実践の往還による質の高
　い協同指導で後押しします。

●連携による高い効果
　秋田県・市町村教育委員会との強い連携で、指導主事や教育
　専門監等の優れた実践が研修できます。

●共に成長するメンターとメンティー
　「職員室」（院生室）での現職院生と学部卒院生の意見交流が、
　互いのキャリア形成を促します。

●省察を重ね確かな実践力
　附属学校園や連携協力校での週１日の実習を通じ、成果と課
　題を深く見つめ実践力に生かします。

●広く求める知
　教職員支援機構の講習、教職大学院交流、先進地視察等で多
　くの気付きと出会います。

教職実践専攻（教職大学院）の３つのコース

（
教
職
大
学
院
）

教
職
実
践
専
攻

学校マネジメントコース

カリキュラム・授業開発コース

発達教育・特別支援教育コース

カリキュラム・授業デザイン力学校マネジメント・協働力

成長発達サポート力

教職実践専攻（教職大学院）で育成する
３つの力

安部大成 教職実践専攻（教職大学院）１年
カリキュラム・授業開発コース

教職大学院での現職の先生方、ストレートマスターと
学び合う生活は非常に充実しています。年間を通じ
たインターンシップでは、学担としての経験値を上げ
ることができます。話題であるＩＣＴなどのこれからの
教育に関連する授業もあります。新たな刺激が受け
られる教職大学院に入学してよかったです。

学校を適切にマネジメントし、
同僚と協働することにより、学
校が抱える課題を発見し、その
解決に向けた取り組みを実行で
きる能力

学校マネジメント・協働力 カリキュラム・授業デザイン力
各教科にとどまらず、外国語活
動、総合的な学習の時間などを
含めて総合的、実践的にカリキュ
ラムを開発し、授業をデザイン
する能力

成長発達サポート力
発達障害など、種々の障害及び
発達上の課題に対応する学級経
営、生徒指導、教育・発達相談に
関わる能力

教職実践専攻（教職大学院）のカリキュラムで学んでいる
学部卒院生からのメッセージ

2

須藤よしの 教職実践専攻（教職大学院）２年
カリキュラム・授業開発コース

教職大学院では理論と実践の往還を通し、学部時代
よりも更に教師としての高度な知識や実践力を培いま
す。身の回りには同じ目標をもつ院生や経験豊富な現
職の先生方がいらっしゃるという環境で、学びを深める
ことができます。「学び続ける教師」を目指す後輩のみ
なさんをお待ちしています!



教職実践専攻（教職大学院）のカリキュラム ■学力が全国トップレベルであることが注目されている秋田
　県で、営々と築かれてきた教育の実践知の継承と発展を目
　指しています。

■理論と実践を長期実習で往還させます。

■強い教育的信念と高度な実践的指導力を備えた教員を養成
　してきたことで、各所から高い評価を得ています。

■各科目では現職教員院生と学部卒院生の到達目標をそれぞ
　れ定め、院生の確実なレベル向上を保証しています。
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往還

省察

計画立案

課題設定

改善
往還

往還 往還

往還 往還

往還 往還

省察科目
４単位

学校マネジメント
コース科目
◯秋田の生涯学習の理論
　と実践
◯学校組織文化の形成と
　機能
◯学校情報の管理と運営
◯地域教育行財政の理論
　と実践
◯学校経営をめぐる法と
　判例
◯学校経営戦略の分析と
　策定
◯スクールリーダーの役
　割と課題
◯教員の服務管理と人事
　考課
　　　　　　　　　等

発達教育・特別支援
教育コース科目
◯障害児支援における　
　チームアプローチ
◯発達障害の事例分析と
　対応策の検討・評価
◯特別支援教育の教育課
　程の実施と評価
◯知的障害児の理解と支
　援
◯子ども理解の理論と実
　践
◯子どもの発達と教育
◯学校カウンセリングの
　理論と実践
◯教育活動と心理学

　　　　　　　　　等

カリキュラム・授業開発
コース科目
◯ふるさと秋田のキャリ
　ア教育
◯小学校英語の理論と実
　践
◯ふるさと秋田における
　地域課題教育
◯道徳教育の理論と実践
◯特別活動の理論と実践
◯秋田型アクティブラー
　ニングの授業デザイン
　と評価
◯小・中・高連携の教科
　教育カリキュラムの開
　発Ⅰ

　　　　　　　　　等

理　論 実　践

《
４
単
位
》

《
４
単
位
》

※１　学校マネジメントコースの現職教員院生
※２　学校マネジメントコース以外の現職教員院生

コース科目
１２単位

各コース科目から４科目８単位選択必修、他コース科目を含めて
４単位履修。共通科目を発展させ、より専門性の高い理論と実践
的課題解決の技法を習得

実習科目
１０単位

学校マネジメント・
協働力

カリキュラム・
授業デザイン力

成長発達
サポート力

３つの力の基礎を固め、各自のより重点的・専門的な学修に向けた足がかり

（１）教育課程の編成・実施
　　に関する領域

（２）教科等の実践的な指導
　　法に関する領域

（３）生徒指導、教育相談に
　　関する領域

（４）学級経営、学校経営に
　　関する領域

（５）学校教育と教員の在り
　　方に関する領域

◯ふるさと秋田の教育資源とカリキュラム開発
◯個のニーズに応じたカリキュラムの編成
◯秋田の授業力の継承と発展
◯ＩＣＴを活用した教育の実践と課題
◯児童生徒指導の理論と実践
◯インクルーシブの理念と特別支援教育の推進
◯学校・学級経営の現状と課題
◯学校危機管理の現状と課題
◯学校教育の現代的課題
◯教育実践力の向上と秋田型協同研究システム

共通科目
２０単位

現職教員院生※１ 現職教員院生※２ 学部卒院生

専任教員の紹介
①職名
②専門分野／前職
③主な担当科目

教職実践専攻（教職大学院）修了で
得られる資格
○教職修士（専門職） 
○専修免許状

鎌田　信
①教授・実務家教員
②元秋田県教育次長
③地域教育行財政の現状
　と課題

佐藤　修司
①教授・研究者教員
②教育行政学・法学
③学校経営戦略の分析と
　策定

長瀬　達也
①教授・研究者教員
②美術教育・教科教育学
③教科教育実践の理論と
　展開

細川　和仁
①准教授・研究者教員
②教師学・教育工学・教育
　方法学
③学校組織文化の形成と
　機能

佐藤　学
①教授・研究者教員
②数学教育学
③秋田型アクティブラーニン
　グの授業デザインと評価

藤井　慶博
①教授・研究者教員
②特別支援教育
③インクルーシブの理念
　と特別支援教育の推進

秋元　卓也
①特別教授・実務家教員
②元秋田県教育庁北教育
　事務所山本出張所長
③教員の服務管理と人事
　考課

成田　雅樹
①教授・研究者教員
②国語科教育学・教育方
　法学
③秋田の授業力の継承と
　発展

近江谷　正幸
①特別教授・実務家教員
②元秋田県立大曲高等学校
　長
③スクールリーダーの役割
　と課題

千葉　圭子
①特別教授・実務家教員
②前秋田市立小学校長、元
　秋田市教育委員会指導
　主事
③教員の服務管理と人事考
　課

外池　智
①教授・研究者教員
②社会科教育学・歴史教
　育学・平和教育学
③ふるさと秋田のキャリア
　教育

櫻庭　直美
①准教授・実務家教員
②元秋田県教育庁義務教
　育課副主幹
③学校・学級経営の現状と
　課題

菊地　雄平
①客員准教授・実務家教員
②秋田大学教育文化学部
　附属特別支援学校主幹
　教諭
③特別支援教育の教育課
　程の実施と評価

※なお､秋田県では採用１年目の初任者研修
の軽減があります。レポート等の課題も少
なく、一人前としてどんどん活躍できます。
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田仲　誠祐
①教授・実務家教員
②元秋田県教育庁義務
　教育課副主幹
③教育実践力の向上と秋
　田型協同研究システム

教
職
実
践
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅳ・Ⅲ

教
職
実
践
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅱ・Ⅰ

教
職
実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅳ・Ⅲ

教
職
実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅱ・Ⅰ

教
職
実
践
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
Ⅳ・Ⅲ

教
職
実
践
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
Ⅱ・Ⅰ



時間割の例

《授業紹介》

学校教育の現代的課題

教育専門職として求められる責任感
と不断の向上心という資質・能力の
向上のため、ミドルリーダーとしての
学校教育に関する主体的な判断力、
改革力を修得します。学部卒院生と
現職教員院生が同一のテーマについ
て、一緒に意見交換をしながら議論
を深めています。なお、本教職大学院
では秋田県総合教育センター研修員
も授業に参加することがあり、この授
業でもそれぞれの経験を踏まえた活
発な議論が行われています。 

■勤務校での業務から完全に離れて、１年間教職に関わる
　理論および応用に関する研究に、没頭することができます。

■これまでの教職経験を振り返りながら、より高度な教育専
　門職としての役割を担うための深い学識と、卓越した実
　践力を身に付けることができます。

■学部卒院生と共に学び、若手へ実践知を伝える力を身に
　付けることができます。

学校マネジメントコース

これからの学校経営や改革を力強く推進で
きる、組織マネジメント力を備えたスクール
リーダーを養成

【現職教員対象／１年プログラム】

学校マネジメントコース
現職教員院生の場合ー

修了院生の実践研究報告書テーマ例
（実践研究報告書はＡ４で８頁です）

 ・学習・生徒指導メンターチームを基盤とするウェブ型マネジメントの開発
　－大量退職・大量採用期における実践知の継承と発展を目指して－
 ・道徳教育の充実に向けた「パッケージ型ユニット」の開発
　－道徳科を要とする教科横断的な視点を取り入れたカリキュラム・マネ
　ジメントを通して－
 ・教師の協同的活動を通した学校改善
　－学校運営協議会の機能強化を目指して－

                                                      《教職大学院での学び》

　　　　　　　　　　　　  鈴木 貴子　令和4年度修了
                                                       秋田市立下北手小学校教頭

学校に復帰し多忙な中にも充実した日々を過ごしています。学校現場では、教
職大学院で学んだことが次 と々押し寄せ、時には素早い判断を迫られる場合
もあります。そうした時、教職大学院での学びが「自分が何をすべきか」を考
える道標となり、まさに「理論と実践の往還」を実感する毎日です。共に学ん
だ仲間達の校種等は様々ですが、 お互いに近況を伝えエールを送り合ってい
ます。大学院での学びや仲間との絆は自分にとって貴重な財産です。

修了後の進路等
・県立学校教頭　・市町村立小・中学校校長・教頭　・県教育委員会
管理主事・指導主事　・各学校主幹教諭　等

学校マネジメントコースの一コマ
現職教員院生と学部卒院生が共に過ごす各院生室では、学校の職
員室をイメージした机の配置や役割分担がされていて、学校の雰囲
気が自然と伝わってきます。
秋田県教育委員会が実施する全県指導主事等連絡協議会や独立
行政法人教職員支援機構が行う教職員等中央研修に参加して、自
らのキャリアアップにつなげることができます。

秋田の授業力の
継承と発展

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

１・２

３・４

５・６

７・８

９・１０

個のニーズに応
じたカリキュラ
ムの編成

教職経営プロジ
ェクトⅠａ

ＩＣＴを活用した
教育の実践と課
題

インクルーシブの
理念と特別支援
教育の推進

秋田の授業力の
継承と発展

ふるさと秋田に
おける地域課題
教育

学校教育の現代
的課題

教員の服務管理
と人事考課

教職実践リフレク
ションⅠ

秋田の生涯学習
の理論と実践

児童生徒指導の
理論と実践

学校経営戦略の
分析と策定

教科教育実践の
理論と展開

スクールリーダ
ーの役割と課題

和やかな雰囲気の院生室

中央研修の風景
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                                                      《教職大学院での学び》

　　　　　　　　　　　　  阿部　倫己　令和４年度修了
                                                       秋田市立御所野小学校教諭

学校現場に実際に出て、教職大学院で得た知識や経験が日々の授業や学
校業務の中で活きていると感じています。大学の先生方や現職院生、イン
ターンシップで出会った子どもたち、先生方との関わりの中で、教員として
人として大きく成長することができました。また、改めて自分を見つめ直す
大切な時間となりました。

時間割の例

《授業紹介》

ふるさと秋田のキャリア教育

主な内容は、キャリア教育の推進の背
景にある理論や動向について講義を
通して理解し、実際に行われている
キャリア教育の実践例について、現職
教員院生の発表や県教委主催「キャ
リア教育実践研究協議会」に参加す
ることで理解します。その後の演習で
は、グループワークでキャリア教育を
学校経営の柱とする仮想の小・中・高
一貫教育校の設立を構想して、キャリ
ア教育全体計画を作成します。最終
的には構想した学校のプレゼンテー
ションを行い、自己評価・相互評価
を行います。

■教職実践インターンシップ（学部卒院生）、教職実践プロ
ジェクト（現職教員院生）では、研究テーマに基づいた検
証授業を実践し、担当教員の授業参観・リフレクションを
通して理論と実践を往還させることにより、指導力の向
上を図っています。

■院生室を模擬職員室として現職教員院生と学部卒院生
　で構成しています。現職教員院生がメンター役となり学
　部卒院生との日常的なコミュニケーションにより、異校種・
　異年齢から学ぶ学修環境となっています。

■院生一人に対して原則として研究者教員と実務家教員が
　指導教員として担当しています。院生一人一人のニーズ
　に応じた実践研究支援体制を整えています。

カリキュラム・
授業開発コース

高度な授業力やカリキュラム開発力、教科
指導力を備え、校内外の授業研究をリード
できる教員を養成

【学部卒業者・現職教員対象／２年・３年プログラム】

カリキュラム・授業開発コース
学部卒院生１年次の場合ー

修了院生の実践研究報告書テーマ例
（実践研究報告書はＡ４で８頁です）

 ・主体的に算数学習に取り組む態度を育む振り返り指導に関する研究
 ・家庭科における見方・考え方を働かせた問題解決学習の充実　
　－中学校住生活領域の実践を通して－
 ・高等学校古典における探究型授業の実践に関する研究
　－読む力の育成を目指して－

修了後の進路
・県立高等学校教諭 ・市町村立小・中学校教諭 ・教育専門監 ・ 研究主
任 等

カリキュラム・授業開発コースの一コマ
学部卒院生２年次のインターンシップでは、秋田市内連携協力校に
おいて年間３０日以上の実習を重ね研究テーマに沿った検証授業を
実践し、実践後は授業参観した大学の担当教員と授業実践リフレク
ションを行い授業力向上を図っています。
現職教員院生２年次の教職実践プロジェクトでは、勤務校において
２０日程度、勤務校外で１０日程度の実習を行い、実習後は大学の
担当教員とリフレクションを行い指導力向上を図っています。

２０１９年度教職実践インターンシップⅡａ
秋田市内連携協力校での検証授業の様子

２０１９年度教職実践プロジェクトⅡａ
勤務校での検証授業の様子
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月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

１・２

３・４

５・６

７・８

９・１０

個のニーズに応
じたカリキュラ
ムの編成
特別活動の理論
と実践 教職実践インタ

ーンシップＩa

秋田の授業力の
継承と発展

ＩＣＴを活用した
教育の実践と課
題
児童生徒指導の
理論と実践

ふるさと秋田に
おける地域課題
教育
教科教育実践の
理論と展開

学校教育の現代
的課題

教職実践リフレク
ションⅠ

生活科・総合的な
学習の時間の授業
デザインと評価

道徳教育の理論
と実践



時間割の例

《授業紹介》

発達障害の事例分析と対応策
の検討・評価

この授業は、前半（学童期）と後半（青
年～成人期）に分かれて、それぞれ専
門の教員が共同で担当しています。前
半では、主に学童期、後半では、主に
青年から成人期を中心とした発達障
害の個別事例に関する国内外の文献
の講読を通し、分析方法の妥当性や
結果の信頼性に関して議論していま
す。授業では、随時、具体的な支援の
在り方等に関する講義も行われていま
す。なお、この授業には多数の秋田県
総合教育センター研修員も意欲的に
参加しています。

■教職実践インターンシップ（学部卒院生）や、教職実践プ
　ロジェクト（現職教員院生）では、院生の研究テーマによ
　り学校種や学部、学級等を決め、実習と研究を密接に関
　連付けています。

■授業では、県・市教育委員会や特別支援学校からゲスト
　ティーチャーを招いて理論と実践を往還させて、教育現
　場の課題解決に直結する指導力の向上を図っています。

■日本特殊教育学会や日本ＬＤ学会等、主要な学会に教員
　や院生ＯＢらと共に参加することで、他大学の研究者や院
　生との交流を深めています。

発達教育・
特別支援教育コース

学級経営、教育相談、特別支援教育等を担
う、高度な専門性を有する教員を養成

【学部卒業者・現職教員対象／２年・３年プログラム】

発達教育・特別支援教育コース
現職教員院生の場合ー

修了院生の実践研究報告書テーマ例
（実践研究報告書はＡ４で８頁です）

 ・特別支援学校生徒の自尊感情及びレジリエンスに着目した進路指
　導に関する検討
 ・ 学校におけるインクルーシブ教育システム構築への提案　
　－合理的配慮と基礎的環境整備の充実に向けた検討を通して－
 ・知的障害特別支援学校における教科教育の指導方法の検討
　－話し合い活動を取り入れた授業実践から－

                                                      《教職大学院での学び》

　　　　　　　　　　　　  嶋﨑　友貴　令和 4 年度修了
                                                       秋田市立東小学校教諭

（研究主任）

っ c

大学院でのゼミや研究を通して、「こんな授業をしたい」「子どもとこんな関
わりをしたい」など、自分の理想像を具体的にもつことができました。この
春から教諭として働き、理想通りに上手くはいきませんが、それでも、成果
はどんな点だったのか、どこが課題なのかを振り返られるのは、大学院での
学びによるものだと思います。子ども達の学びや生活の充実に向け、今なお、
理論と実践の往還を重ねております。

修了後の進路
 ・県立特別支援学校教諭・県教育委員会指導主事・公立小学校教諭・教育専
門監 ・各校教務主任・研究主任・病弱教育コーディネーター・進路指導主事 等

個のニーズに応
じたカリキュラム
の編成

秋田の授業力の
継承と発展

ＩＣＴを活用した
教育の実践と課
題

教職実践リフレク
ションⅡ

インクルーシブの
理念と特別支援
教育の推進

学校教育の現代
的課題

発達障害の事例
分析と対応策の
検討・評価

教職実践リフレク
ションⅠ

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

１・２

３・４

５・６

７・８

９・１０

児童生徒指導の
理論と実践

特別支援教育の
教育課程の実施
と評価

障害児教育にお
けるチームアプ
ローチ

教職実践プロジェ
クトⅠb

児童生徒の認知
と発達Ⅱ

子どもの発達と
教育

スクールリーダ
ーの役割と課題

発達教育・特別支援教育コースの一コマ
本コースは院生の意欲的な研究活動を支援しています。本大学院
教員は学会での発表や論文投稿などについても、大学院修了後も
含め丁寧に指導します。これまで日本特殊教育学会などでの発表
がありました。
院生はプロジェクトやインターシップに積極的に取り組んでいます。
そして、院生が経験していなかったことや挑戦したいことについても、
実習校や担当教員などが手厚く支援する体制が整っています。

特別支援学校での実習風景

日本特殊教育学会のポスター発表を終えて
指導教員とともに
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